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序Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
現
在
、
地
域
統
合
に
む
け
た
取
り
組
み
の
柱
の
一

つ
と
し
て
、「
持
続
可
能
な
発
展
を
志
向
す
る
、
民
衆
中
心
で
環
境

に
優
し
い
協
調
行
動
を
通
じ
て
人
び
と
の
生
活
の
質
を
向
上
し
よ
う

と
い
う
、
こ
の
地
域
の
強
い
願
望
」
に
基
礎
を
置
く
「
社
会
・
文
化

共
同
体
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
（A

SEA
N
 2009a: II-4

）。
二

〇
〇
九
年
三
月
に
は
そ
の
推
進
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社

会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
を
採
択
し
、「
生
活
の
質
（quality of 

life

）」
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
展
開
を
み
せ

る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
に
、「
生
活
の
質
」
と
い
う
観
点
か
ら
東
南

ア
ジ
ア
を
見
つ
め
る
視
点
が
こ
の
地
域
内
部
で
台
頭
し
つ
つ
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
生
活
の
質
」
と
い
う
概
念
は
、
そ
れ
が
理
念
な
い
し

政
策
の
基
準
・
規
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
に
か
ぎ
っ
て
み
た
と

し
て
も
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
も
当
て

は
ま
る
。
し
か
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
身
は
今
の
と
こ
ろ
「
生
活
の

質
」
に
つ
い
て
の
独
自
の
理
論
的
枠
組
み
を
有
し
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
多
種
多
様
さ
と
い
う
「
生
活
の
質
」
概
念
の
特
徴
は
、
こ
の
概

念
を
用
い
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
論
に
お
い
て
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
以
上
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
、
第
一
に
、
そ
の
内
実
は

多
種
多
様
で
あ
る
も
の
の
、
近
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
「
生
活

の
質
」
と
い
う
概
念
が
社
会
・
文
化
領
域
に
お
け
る
統
合
の
要
と
し

て
浮
上
し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
宣
言
、
政

策
文
書
、
報
告
書
に
即
し
て
跡
づ
け
る
（
Ⅰ
）。
そ
の
う
え
で
第
二

に
、「
生
活
の
質
」
に
関
す
る
諸
潮
流
の
な
か
で
、
主
観
的
水
準
に

注
目
す
る
潮
流
に
焦
点
を
当
て
、
近
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
そ
の
水
準

第
Ⅰ
部 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
か
ら
み
た
健
康
と
環
境

生
活
の
質
―
―
政
策
理
念
と
現
状

山
本　

卓
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を
も
政
策
視
野
に
入
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、

同
水
準
で
の
「
生
活
の
質
」
を
実
際
に
認
識
、
評
価
す
る
た
め
の
方

法
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
Ⅱ
）。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
第
三
に
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に

お
け
る
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
の
現
状
お
よ
び
そ
の
向
上
策
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
Ⅲ
）。

Ⅰ
「
生
活
の
質
」
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

１
「
生
活
の
質
」

「
生
活
の
質
」
と
い
う
言
葉
は
英
語
圏
で
は
遅
く
と
も
一
八
世
紀

中
頃
ま
で
に
は
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
概
念
を

め
ぐ
る
哲
学
的
思
考
は
さ
ら
に
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
他
方
、

「
生
活
の
質
」
が
社
会
や
個
人
の
状
態
を
評
価
す
る
た
め
の
指
標
と

し
て
広
く
用
い
ら
れ
始
め
る
の
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
戦
後
経
済
が
新
し
い
局
面
に
入
っ
て
い
っ
た
時
期
、
環
境
問
題

や
市
民
運
動
の
活
発
化
な
ど
を
も
背
景
に
、
従
前
型
の
社
会
経
済
シ

ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
。「
生
活
の

質
」
は
そ
う
し
た
情
勢
下
に
あ
っ
て
、
生
産
力
の
拡
大
や
経
済
的
効

率
性
の
向
上
、
つ
ま
り
は
経
済
成
長
を
国
内
に
お
け
る
最
優
先
事
項

と
し
て
き
た
従
前
の
政
策
や
科
学
技
術
を
再
考
す
る
う
え
で
の
基
準

と
し
て
、
さ
ら
に
は
ポ
ス
ト
高
度
経
済
成
長
期
の
社
会
が
め
ざ
す
べ

き
理
念
と
位
置
づ
け
ら
れ
浮
上
し
た
（Stöber and Schum

acher 
1973

）。
そ
こ
で
い
う
「
生
活
の
質
」
と
は
当
初
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
代
表

さ
れ
る
従
前
の
経
済
的
尺
度
に
よ
っ
て
で
は
必
ず
し
も
と
ら
え
ら
れ

な
い
、
社
会
や
個
人
の
水
準
で
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
何
か
と
い
う
や

や
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
何
か
」
を
追
求
す
る
動

き
が
こ
の
時
期
に
加
速
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
、「
生

活
の
質
」
を
指
標
化
し
、
そ
れ
を
数
量
的
に
表
す
た
め
の
指
数
の
研

究
開
発
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
を
政
策
の
立
案
・
評
価
に
組
み
入

れ
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
た
（Bognar 2005: 561-2

）。

以
上
の
展
開
は
国
際
的
な
影
響
力
を
有
し
た
。
と
い
う
よ
り
、
一

九
七
〇
年
代
初
頭
に
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
科
学
政

策
専
門
部
会
が
「
生
活
の
質
」
と
い
う
言
葉
を
方
針
転
換
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
用
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
動
き
は
当
初

か
ら
国
際
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
（O

ECD
 1971

）。
と
り

わ
け
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
つ
い
て
は
、「
生
活
の
質
」
の
指
標
・

指
数
、
な
い
し
そ
う
し
た
指
標
・
指
数
と
し
て
広
く
参
照
さ
れ
る
も

の
の
多
く
は
国
際
機
関
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
国
連
の
人
間
開
発
指
数
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
指
数
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
社
会
的
指
数
」、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
生
活
の
質
（European Q

uality of Life

）」
指

数
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
新
経
済
基
金
の
地
球
幸
福
度
指
数
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
国
連
、
Ｅ
Ｕ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
指
標
や
指
数
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に
つ
い
て
は
、「
人
間
開
発
」
や
「
社
会
的
保
護
」
の
取
り
組
み
と

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

２
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
「
生
活
の
質
」

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
も
ま
た
地
域
統
合
を
進
め
る
う
え
で
の
核
の
一
つ
に

「
生
活
の
質
」
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、

少
な
く
と
も
現
在
の
と
こ
ろ
独
自
の
「
生
活
の
質
」
指
標
・
指
数
を

有
し
て
い
な
い
。
だ
が
「
生
活
の
質
」
は
二
〇
〇
〇
年
代
中
頃
か
ら

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
社
会
面
に
お
け
る
政
策
理
念
の
一
つ
と
明
確
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
れ
と
連
動
す
る
か
た
ち
で
国
連

の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
組
み
入
れ
た
、「
生
活
の
質
」
の
向
上

を
目
的
と
す
る
行
動
計
画
が
策
定
、
推
進
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
採
択
さ

れ
た
第
二
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
協
和
宣
言
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に

「
安
全
保
障
共
同
体
」、「
経
済
共
同
体
」、「
社
会
・
文
化
共
同
体
」
を

柱
と
す
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」
を
構
築
す
る
意
志
を
明
確
に
し

た
。
二
〇
〇
七
年
一
月
の
第
一
二
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

二
〇
一
五
年
ま
で
に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」
の
構
築
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
柱
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
社

会
・
文
化
共
同
体
」
に
つ
い
て
は
、「
人
び
と
の
生
活
の
質
に
高
い
比

重
を
置
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
環
境
（a caring environm

ent

）」

の
創
出
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
確
認
す
る
文
言
が
議
長
声
明

の
な
か
に
盛
り
込
ま
れ
た
（A

SEA
N
 2007

）。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
「
生
活
の
質
」
が
キ
ー
タ
ー
ム
と
し
て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
つ
に
は
第
一
次
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統

合
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
行
動
計
画
」
の
改
訂
過
程
に
お
い
て
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。「
統
合
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」
は
、
一
九
九
〇
年
代

後
半
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
わ
り
開
発
水
準
が
相
対
的
に
低
位
に
あ
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
総
称
Ｃ
Ｌ
Ｍ

Ｖ
）
と
そ
の
他
の
加
盟
諸
国
と
の
あ
い
だ
の
「
開
発
ギ
ャ
ッ
プ
」
を

縮
小
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
は
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
他
の
加
盟
諸
国
の
平
均
と
の
比
較
で
四
分
の
一
以
下

の
水
準
に
あ
り
、
人
間
開
発
指
数
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
指
数
も

相
対
的
に
低
い
水
準
に
あ
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
の
人
間
開
発
指
数
（
平
均

余
命
指
数
、
教
育
指
数
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
指
数
か
ら
構
成
）
は
二
〇
一
〇
年

時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
六
ヶ
国
中
の
一
二
四
位
、
一
二
二
位
、
一

一
三
位
、
一
三
二
位
と
な
っ
て
い
る
（U

N
D
P 2010

）。
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ

の
開
発
促
進
を
め
ざ
す
「
統
合
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」
の
中
間
見
直
し

が
二
〇
〇
五
年
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
都
市
部
の
生
活
環
境
（
住

宅
供
給
、
交
通
、
廃
棄
物
処
理
）、
自
然
環
境
、
大
気
汚
染
、
海
洋
汚

染
、
浄
水
の
保
全
・
確
保
・
改
善
が
新
規
の
重
点
的
施
策
群
と
し
て

計
画
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
施
策
群
は
「
生
活
の
質
」

に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
括
ら
れ
た
（A

SEA
N
 2006

）。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
三
月
に
「
社
会
・
文
化
共
同

体
」
の
実
現
に
む
け
た
総
合
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
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文
化
共
同
体
計
画
」
を
採
択
し
た
（A

SEA
N
 2009a

）。
前
述
し
た

「
統
合
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」
の
社
会
領
域
で
の
取
り
組
み
は
こ
の

「
計
画
」
に
統
合
さ
れ
た
。
同
計
画
の
目
的
で
あ
る
「
社
会
・
文
化

共
同
体
」
は
、「
人
び
と
の
生
活
の
質
を
向
上
し
よ
う
と
い
う
、
こ

の
地
域
の
強
い
願
望
」
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
そ
こ
で
言
う
「
生
活
の
質
」
は
、「
統
合
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」

と
の
比
較
で
、
地
理
的
、
意
味
的
に
よ
り
広
い
内
容
を
有
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
「
生
活
の
質
」
の
向
上
を
理
念
に
掲
げ
る

「
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
に
お
い
て
は
、
表
１
に
ま
と
め
た
よ

う
な
広
範
囲
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
全
加
盟
国
が
対
象
で
あ
る
。

３
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
「
生
活
の
質
」
関
連
指
数

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
た

政
策
群
の
う
ち
、「
貧
困
の
軽
減
」、「
保
健
ケ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
と

健
康
的
な
生
活
様
式
の
促
進
」、「
感
染
症
の
管
理
能
力
の
向
上
」
に

つ
い
て
は
、
国
連
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
の
結
び
つ
き
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
二
〇
〇
〇
年
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
の
達
成
を
め
ざ
す
こ
と
を
確
認
し
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
は

そ
の
旨
に
つ
い
て
共
同
宣
言
を
採
択
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
し

て
目
標
達
成
に
む
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
動
き

も
存
在
す
る
（M

cClean, W
arr, and Lorenzen 2008

）。

周
知
の
よ
う
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
は
八
分
野
か
ら
構
成
さ

れ
、
全
六
〇
の
指
数
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
目
標
達
成
年
度
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
が
統
合
を
め
ざ
し
て
い
る
の
と
同
じ
二
〇
一
五
年
で
あ
る
。

表
２
は
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
の
な
か
の
前

述
し
た
三
つ
の
政
策
分
野
に
対
応
す
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
指

数
、
す
な
わ
ち
、
目
標
１
「
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
」、
目
標

２
「
初
等
教
育
の
完
全
普
及
」、
目
標
４
「
乳
幼
児
死
亡
率
の
改

善
」、
目
標
５
「
妊
産
婦
の
健
康
の
改
善
」
の
進
捗
状
況
を
表
す
た

A. 人間開発
 1. 教育の推進と重点化
 2. 人間資源開発への投資
 3. ディーセント・ワークの促進
 4. 情報・通信技術の促進
 5. 応用科学技術へのアクセスの向上
 6. 女性、若者、高齢者、障害者の起業スキルの強化
 7. 行政サービス能力の構築
B. 社会福祉・社会的保護
 1. 貧困の軽減
 2. 統合とグローバル化の負の衝撃に対する社会保障網と保護
 3. 食の安全と安心
 4. 保健ケアへのアクセスと健康的な生活様式の促進
 5. 感染症の管理能力の向上
 6. 麻薬のない ASEAN の確立
 7. 災害に強い国、安全な地域の構築
C. 社会正義と諸権利
 1. 女性、子供、高齢者、障害者の諸権利の保護と促進
 2. 移民労働者の諸権利の保護と促進
 3. 企業の社会的責任の促進
D. 環境面における持続可能性の確保
　　　　　　（中略）
E. ASEANアイデンティティの構築
　　　　　　（中略）
F. 開発ギャップの縮減

表１「ASEAN社会・文化共同体計画」の構成

（出所）ASEAN 2009a.
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め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
指
数
の
い
く
つ
か
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に

つ
い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
ブ
ル
ネ
イ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
相
対
的
に
楽
観
的
な
水
準
に
あ
る
の
に

対
し
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
は
多
く
の
課
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆

す
る
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、「
統
合
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ヴ
」
に
お
け
る
「
開
発
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
縮
減
と
い
う
課
題
へ
の
取
り

組
み
は
「
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
に
お
い
て
も
不
可
避
で
あ
る

と
い
え
る
。
他
方
、
表
２
で
挙
げ
た
指
数
を
見
る
だ
け
で
も
、
Ｃ
Ｌ

Ｍ
Ｖ
以
外
に
も
分
野
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
総
体
的
に
、
さ
ら
な
る

改
善
が
必
要
で
あ
る
よ
う
な
国
が
存
在
す
る
。
そ
の
点
で
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
を
組
み
入
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文
化
共
同
体
計

画
」
は
、
ほ
と
ん
ど
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
に
と
っ
て
「
統
合
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ヴ
」
に
お
け
る
社
会
領
域
で
の
取
り
組
み
よ
り
も
い
っ
そ

う
自
国
自
身
の
課
題
と
認
識
さ
れ
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
近
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
は
、「
生
活
の
質
」

が
社
会
領
域
の
中
心
理
念
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
共
に
、
国
連
が

そ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、「
生
活
の

質
」
に
関
す
る
指
標
・
指
数
を
採
用
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
政
策

を
推
進
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
急

速
な
都
市
化
と
い
っ
た
社
会
変
化
、
国
際
機
関
や
他
国
か
ら
の
開
発

資
金
の
調
達
と
い
っ
た
要
因
と
な
ら
ん
で
、
地
域
統
合
の
柱
の
一
つ

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
社
会
・
文
化
共
同
体
」
を
創
出
し
よ
う
と
い

う
試
み
は
域
内
の
人
び
と
の
日
常
レ
ベ
ル
に
根
付
し
た
も
の
で
な
け

目標 1 目標 2 目標 4 目標 5

貧困人口率
（%）＊1

飢餓人口
（%）＊2

脆弱就業者率
（%）＊3

初等教育の最
終学年到達率

（%）
乳幼児死亡率  
（／000）

妊産婦死亡率
（／00,000）

ブルネイ n.a. 5未満 4.1（1991） 96.2（2007） 5（2009） 21（2008）

カンボジア 28.3（2007） 22 86.7（2004） 54.5（2007） 68（2009） 290（2008）

インドネシア 18.7（2009） 13 63.7（2009） 80.0（2007） 30（2009） 240（2008）

ラオス 33.9（2008） 23 90.1（1995） 67.0（2007） 46（2009） 580（2008）

マレーシア 0.0（2009） 5未満 21.5（2009） 95.9（2007） 6（2009） 31（2008）

ミャンマー n.a. 16 n.a. 69.6 54（2009） 240（2008）

フィリピン 22.6（2006） 15 43.5（2008） 75.3（2007） 26（2009） 94（2008）

シンガポール n.a. n.a. 9.8（2009） 98.7 2（2009） 9（2008）

タイ 0.4（2004） 16 52.5（2009） n.a. 12（2009） 48（2008）

ベトナム 13.1（2008） 11 73.9（2004） 85.4（2002） 20（2009） 56（2008）

表２　ASEAN諸国のミレニアム開発目標指数

（備考）
＊1　日収1.25米ドル（PPP）未満で生活する人口の割合
＊2　カロリー消費が必要最低限の水準未満の人口の割合（2004-6年）
＊3　総就業者に占める自営業者と家族労働者の割合

（出所）ADB 2011.
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れ
ば
成
功
し
え
な
い
と
い
う
認
識
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
主
観
的
な

「
生
活
の
質
」

１
「
生
活
の
質
」
に
対
す
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「
生
活
の
質
」
の
指
標
・
指
数
化
に
は
、
客
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と

主
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
が
存
在
す
る
（Phillips 2006: 3

）。
客
観
的

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
所
得
水
準
や
死
亡
率
と
い
っ
た
観
察
可
能
で
数
的

に
確
認
可
能
な
状
態
や
現
象
の
高
さ
、
頻
度
、
出
現
率
に
焦
点
を
あ

て
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
開
発
指
数
や
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
指
数

は
客
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
つ
「
生
活
の
質
」
指
数
で
あ
る
と
い
え

る
。
他
方
、
主
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、「
生
活
の
質
」
に
つ
い
て

の
対
象
者
自
身
の
評
価
、
認
識
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
世

界
幸
福
度
指
数
や
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
生
活
の
質
」
指
数
は
人
び
と
の

満
足
度
、
認
識
、
価
値
観
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
た
め
、
主
観
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

「
生
活
の
質
」
を
政
策
理
念
に
掲
げ
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文

化
共
同
体
計
画
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
指
数
を
唯

一
の
「
生
活
の
質
」
指
数
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
客
観
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
も
っ
ぱ
ら
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
同
計
画
に
接
合
さ
れ

た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
保
健
部
門
に
お
け
る
議
論
に
は
、「
生
活
の
質
」

に
対
す
る
主
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
要
素
が
潜
在
的
に
で
は
あ
る
が
含

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
点
と
関
連
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

２ 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
重
点
化

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
保
健
相
会
議
を
二
年
ご
と
に
開

催
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
会
談
に
お
い
て
は
、「
こ
の
地
域
に

お
け
る
健
康
問
題
は
依
然
、
貧
困
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
ま
た
、
都

市
化
、
工
業
化
、
環
境
汚
染
、
生
活
習
慣
病
、
ス
ト
レ
ス
と
ま
す
ま

す
密
接
な
関
連
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
う
認
識

に
も
と
づ
く
「
健
康
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
二
〇
二
〇
」
を
宣
言
し
た
。

こ
れ
は
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
「
健
康
を
開
発
の
中
心
に
据
え
る
」
と

共
に
、「
人
々
の
心
身
の
健
康
と
、
安
全
な
環
境
に
お
け
る
調
和
し

た
生
活
の
実
現
に
む
け
て
保
健
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
協
調

を
加
速
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
る
構
想
で
あ
る
（A

SEA
N
 

2000
）。
二
〇
〇
二
年
の
会
談
で
は
、
こ
の
構
想
を
具
体
化
す
る
べ

く
策
定
さ
れ
た
「
健
康
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
生
活
様
式
の
地
域
行
動
計

画
」
を
共
同
推
進
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
現
在
、

「
生
活
の
質
」
の
向
上
を
理
念
に
掲
げ
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文

化
共
同
体
計
画
」
の
な
か
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
（A

SEA
N
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2009a: B.4

）。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
「
健
康
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
生
活
様
式
の
地
域

行
動
計
画
」
の
な
か
の
重
点
分
野
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、「
社
会
参
加
の
促
進
、
差
別
待
遇
の
極
小
化
、
経
済
的
諸
機
会

の
拡
大
に
つ
な
が
る
環
境
の
創
出
」
が
同
分
野
に
お
け
る
取
り
組
み

の
基
本
方
針
と
さ
れ
て
い
る
（A

SEA
N
 2002

）。「
健
康
的
な
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
生
活
様
式
の
地
域
行
動
計
画
」
が
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文

化
共
同
体
計
画
」
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
施
策
は
、
教
育
、
情
報
強
化
、
公
衆
衛
生

活
動
の
一
環
と
し
て
の
広
報
に
い
わ
ば
限
定
さ
れ
た
（A
SEA

N
 

2009a: B.4-ii

）。
そ
の
半
面
で
、「
健
康
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
生
活
様
式

の
地
域
行
動
計
画
」
の
な
か
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
に
お
け
る
取

り
組
み
の
基
本
方
針
と
さ
れ
て
い
る
「
社
会
参
加
の
促
進
」、「
差
別

待
遇
の
極
小
化
」、「
経
済
的
諸
機
会
の
拡
大
」
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社

会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
に
お
い
て
は
、
①
女
性
、
若
者
、
高
齢

者
、
障
害
者
の
労
働
を
通
じ
た
社
会
参
加
の
促
進
、
ま
た
そ
の
た
め

の
機
会
創
出
（
表
１ 

Ａ
６
）、
②
女
性
と
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促

進
（
同
Ｃ
１
）、
③
移
民
労
働
者
に
対
す
る
差
別
待
遇
の
改
善
（
同
Ｃ

２
）、
と
い
っ
た
項
目
と
な
っ
て
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
観
点
が
「
生
活
の
質
」
の
向
上
と
い
う
理
念
と

結
び
つ
い
て
具
体
化
、
拡
大
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
「
健
康
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
二
〇
二
〇
」
で
い

う
「
心
の
健
康
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
維
持
、
増

進
の
試
み
は
主
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
適
合
的
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

「
健
康
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
二
〇
二
〇
」
や
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文

化
共
同
体
計
画
」
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
概
念
は
、
本
人
の

幸
福
や
良
き
生
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
も
と
づ
い
た
主
観
的
な
「
生

活
の
質
」
よ
り
も
、
急
速
な
経
済
、
社
会
的
変
化
を
背
景
に
そ
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
予
防
医
学
的
な

観
点
に
比
重
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、

前
述
し
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
い
し
「
心
の
健
康
」
と
い
う
要
素
そ

の
も
の
は
必
ず
し
も
狭
義
の
予
防
医
学
的
な
観
点
に
還
元
し
尽
く
せ

な
い
か
た
ち
で
、「
生
活
の
質
」
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
論
の

な
か
に
入
り
込
ん
で
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
条
件
下
に
あ
っ
て
、

「
生
活
の
質
」
の
向
上
を
は
か
る
試
み
に
お
い
て
主
観
的
水
準
の
比

重
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
ま
た
そ
れ
に
付
随
し
て
「
生
活
の
質
」
に

つ
い
て
の
主
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
だ
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
に
つ
い

て
は
本
格
的
な
調
査
が
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る＊

1

。

３
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
指
数
―
―
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
「
保
健
関
連
の
生
活
の
質
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
研
究
分
野
に
お
い
て
、
主
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
つ
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「
生
活
の
質
」
指
標
・
指
数
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
保
健
・

医
療
（
ケ
ア
）
の
領
域
で
は
、
患
者
は
治
療
の
対
象
と
し
て
だ
け
で

な
く
社
会
の
な
か
で
良
き
生
（w

ell-being

）
を
追
求
す
る
存
在
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
高
ま
る
な
か
で
、
患
者
本
人
の
希
望
す
る
生
き
方

や
生
活
様
式
に
沿
っ
た
医
療
を
実
現
す
る
う
え
で
の
理
念
、
規
準
と

し
て
「
生
活
の
質
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

を
背
景
に
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
は
、
保
健
関
連
の
「
生
活
の
質
」

指
数
を
構
築
す
る
試
み
が
活
発
に
な
る
（N

ordenfelt ed. 1994: 
1-2

）。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
生
活
の
質
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）」
を
開
発

し
、
そ
の
な
か
の
と
く
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
―

１
０
０
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ

Ｌ
―

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
と
呼
ば
れ
る
指
数
は
、
現
在
、
当
該
分
野
の
調
査
に

お
い
て
国
際
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
―

１
０
０
は

主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
六
つ
の
領
域
に
分
け
、
そ
れ
ら
に
対
応

す
る
一
〇
〇
の
質
問
項
目
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
い
わ
ば
簡
易
版
が

Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
―

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
で
あ
る
（W

H
O
 1998

）。
そ
こ
で
は
主

観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
構
成
す
る
領
域
は
後
述
す
る
四
つ
に
統
合

さ
れ
、
そ
れ
ら
の
領
域
に
対
応
す
る
全
二
六
の
質
問
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
特
色
の
一
つ
は
「
文
化
横
断
性
」
に
あ
る
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
「
生
活
の
質
」
を
、「
そ
の
人
の
生
活
し
て
い
る
文
化
、
価

値
体
系
の
文
脈
に
お
い
て
、
ま
た
、
自
分
自
身
の
諸
目
標
、
諸
期

待
、
諸
基
準
、
重
要
視
し
て
い
る
事
柄
と
の
関
連
に
お
い
て
本
人
が

認
識
す
る
境
遇
」
と
定
義
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
「
生
活
の

質
」
に
つ
い
て
の
こ
う
し
た
定
義
に
も
と
づ
い
て
お
り
、「
生
活
の

質
」
と
い
う
観
念
そ
の
も
の
が
文
化
的
な
多
様
性
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
半
面
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
開
発
者
た
ち

の
認
識
で
は
、
既
存
の
「
生
活
の
質
」
指
数
の
多
く
は
特
定
の
国
・

地
域
の
文
化
や
価
値
観
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ

の
指
数
を
使
っ
て
実
質
的
に
比
較
可
能
な
範
囲
は
地
理
的
に
相
当
限

ら
れ
て
い
る
（W

H
O
Q
O
L Group 1995: 1403-4

）。
そ
れ
に
対
し

て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
、
質
問
を
異
な
る
言
語
に
翻
訳
し
た
と
き
に
生

じ
る
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
イ
ア
ス
の
可
能
性
に
も

留
意
す
る
、「
文
化
横
断
的
」
な
「
生
活
の
質
」
指
数
を
確
立
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
開
発
さ
れ
た
と
い
う
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、「
健
康
と
保
健
ケ
ア
に

対
す
る
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
推
進
す
る
見
地
に
立
っ
て
い
る
点

に
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
健
康
」
を
、「
単
に
疾
病
や

障
害
を
有
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的

に
十
分
良
好
な
状
態
」
と
定
義
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
開
発

者
た
ち
は
、
こ
の
健
康
観
と
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
保
健
ケ
ア
を
整

備
・
推
進
し
よ
う
と
す
る
視
点
を
「
健
康
と
保
健
ケ
ア
に
つ
い
て
の

包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
ぶ
（W

H
O
Q
O
L Group 1995: 1404

）。

そ
の
う
え
で
、
対
象
地
域
に
暮
ら
す
人
び
と
の
「
健
康
」・
主
観
的

な
「
生
活
の
質
」
と
保
健
ケ
ア
の
現
状
を
分
析
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

と
す
る
べ
く
、「
包
括
的
」
な
健
康
観
を
核
に
据
え
て
「
文
化
横
断
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的
」
な
指
数
を
構
築
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
「
包
括
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」
を
採
用
し
た
こ
と
に
付
随
し
て
、
健
常
者
と
障
害
者
、
罹
患
者

の
双
方
を
対
象
と
す
る
と
共
に
、
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
に
影
響

を
与
え
る
要
因
と
し
て
個
体
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
両
方
を
視

野
に
置
く
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
は
以
上
の
よ
う
な
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と

重
な
る
部
分
を
質
問
票
の
な
か
に
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
「
健
康

モ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
―

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
を
構
成
す
る
二
六
の

質
問
項
目
の
う
ち
の
二
五
項
目
を
組
み
入
れ
て
い
る＊

2

。
そ
の
た
め
、

当
該
部
分
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
―

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
に
ほ
ぼ
準
拠
す
る
か
た
ち
で
、
近
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お

い
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
の
関
連
で
比
重
を
増
し
て
い
る
主
観
的
な

「
生
活
の
質
」
を
比
較
、
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
前
述
の

よ
う
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
「
文
化
横
断
性
」
を
意
識
し
て
開
発
さ
れ

た
指
数
で
あ
る
た
め
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
間
だ
け
で
な
く
、
宗
教

的
、
民
族
的
に
多
様
な
各
国
・
各
地
域
内
部
の
分
析
に
お
い
て
も
有

効
で
あ
る
。

Ⅲ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
主
観
的
な

「
生
活
の
質
」―
―
数
量
的
分
析

１
標
本
の
代
表
性

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
、
本
特
集
の

別
稿
に
お
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

こ
こ
で
は
標
本
の
代
表
性
に
か
か
わ
る
次
の
点
だ
け
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
調
査
対
象
者
の
基
本
属
性
を

国
際
機
関
の
統
計
（
当
該
国
の
統
計
機
関
が
集
計
し
た
デ
ー
タ
に
拠

る
も
の
を
含
む
）
と
比
較
す
る
と
、
性
別
構
成
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
女
性
の
割
合
が
約
三

ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。
年
齢
構
成
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し

て
二
〇
歳
代
の
割
合
が
低
く
、
国
に
よ
っ
て
特
定
の
年
齢
層
に
最
大

一
〇
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
の
開
き
が
あ
る
。
居
住
地
の
分
布
に
つ
い
て
は

統
計
に
よ
り
基
準
等
が
異
な
る
た
め
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
都
市
部
の
み
で
実
施
さ
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
除
く
と
、
と

く
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
都
市
居
住
者
の
割
合
が
低

い
。
職
業
分
布
と
所
得
分
布
に
つ
い
て
は
調
査
が
実
施
さ
れ
た
地
域

と
の
関
係
も
あ
り
、
当
該
国
全
体
の
状
況
に
必
ず
し
も
沿
っ
た
も
の

に
な
っ
て
い
な
い
（U

N
data ; A

SEA
N
 2008 ; A

SEA
N
 2009b ; 
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A
D
B 2010

）。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
調
査
結
果
に
も
と
づ

い
た
考
察
は
以
上
の
諸
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
「
生
活
の
質
」
に
つ
い
て
の
主
観
的
評
価

Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
―

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
と
同
様
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
の
「
健
康
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
は
第
一
問
で
回
答
者
自
身
の
考
え
る

「
生
活
の
質
」
を
五
段
階
で
評
価
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
図
１
は
、

「
非
常
に
悪
い
」
と
「
悪
い
」、
お
よ
び
「
よ
い
」
と
「
非
常
に
よ

い
」
を
統
合
し
、
各
国
の
回
答
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
全
体

の
有
効
回
答
率
は
九
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）。
ブ
ル
ネ
イ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
「
よ
い
」
の
回
答
率
が
全
体
の
水
準
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
諸
国
で
は
「
よ
い
」
の
回
答
率
が

全
体
で
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。
後
者
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
「
悪
い
」
の
回
答
率
が
、
ラ
オ
ス
で
「
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
」
の
回
答
率
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

表
３
は
、「
生
活
の
質
」
の
主
観
的
評
価
を
従
属
変
数
、
回
答
者

の
基
本
属
性
を
独
立
変
数
と
し
て
、
全
有
効
回
答
者
に
つ
い
て
回
帰

分
析
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
性
別
を
除
い
て
統
計
的
に
有
意
で
あ

る
。
た
だ
し
、
同
じ
分
析
を
国
別
に
行
う
と
表
３
と
異
な
る
特
徴
を

示
す
ケ
ー
ス
が
存
在
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、「
生
活
の
質
」

の
主
観
的
評
価
は
「
脆
弱
就
業
」
お
よ
び
地
方
の
居
住
者
で
あ
る
こ

と
と
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
（p=0.000, 0.015

）。
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

全体

ブルネイ

シンガポール

マレーシア

インドネシア

ベトナム

ミャンマー

タイ

カンボジア

フィリピン

ラオス

53.3 35.1 11.6

90.7 7.6 1.7

85.2 12.7

79.5 14.2 6.4

2.1

50.3 43.5 6.2

46.8 47.5 5.7

45.3 41.4 13.2

40.8 48.3 10.8

34.3 45.0 20.7

29.8 24.3 45.9

29.0 67.3 3.7

よい どちらともいえない 悪い

図１　「生活の質」についての主観的評価（回答率％）
（出所）ASEAN-Barometer 2009: Q1.
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ル
の
回
答
者
に
お
い
て
は
、「
生
活
の
質
」
の
主
観
的
評
価
は
結
婚

し
て
い
る
こ
と
と
正
の
相
関
関
係
を
示
し
て
い
る
（p=0.04
）。

３
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
適
用

主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
「
文
化
横
断
的
」
な
か
た
ち
で
指
数

化
し
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
―

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
は
、
い
ま
取
り
上
げ
た
「
生
活

の
質
」
の
主
観
的
評
価
と
の
関
連
を
検
証
し
つ
つ
構
築
さ
れ
た
。
そ

れ
は
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
、
身
体
的
、
精
神
的
、
人
間
関

係
、
生
活
環
境
、
の
四
領
域
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
指
数
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
表
４
は
、
そ
れ
ら
の
領
域
内
部
の
構
成
要
素
を
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
質
問
項
目
（
表
中
の
括
弧
内
に
記
載
）
と
対

応
さ
せ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
回
答
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
五

段
階
で
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
各
領
域
の
ス
コ
ア
を
算
出
す

る
。
算
出
法
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
従
っ
て
、﹇（
構
成
要
素
の
総
和
の

平
均
値
×4

）
―4

﹈
×
（100/16

）
で
あ
る
。
各
質
問
に
お
け
る
五

段
階
評
価
は
低
い
順
に
１
か
ら
５
に
ス
コ
ア
化
す
る
。

図
２
で
そ
の
結
果
を
国
別
に
表
し
た
。
図
１
で
「
生
活
の
質
」
を

「
よ
い
」
と
す
る
回
答
率
が
全
体
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
ブ
ル
ネ

イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
い
ず
れ
も
、
各
領
域
で
全
体

の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
タ
イ
を
除
く
そ
の
他
の
六
ヶ
国
に
つ
い

身体的領域
　F1 身体の痛み、思うことができない（Q3＊）
　F2 治療を受ける必要性（Q4＊）
　F3 活力（Q10）
　F4 移動（Q15）
　F5 睡眠（Q16）
　F6 活動能力（Q17）
精神的領域
　F7 仕事上の能力（Q18）
　F8 ポジティヴな感覚（Q5）
　F9 有意義の感覚（Q6）
　F10 集中度（Q7）
　F11 体型・容姿（Q11）
　F12 自己肯定感（Q19）
　F13 鬱気（Q25*）
人間関係の領域
　F14 人間関係（Q20）
　F15 友人の支え（Q21）
生活環境の領域
　F16 安心・安全感（Q8）
　F17 周辺環境（Q9）
　F18 経済力（Q12）
　F19 情報へのアクセス（Q13）
　F20 余暇（Q14）
　F21 住まいの環境（Q22）
　F22 医療、福祉サービスへのアクセス（Q23）
　F23 交通の便（Q24）

表４ WHOQOLに準拠した「生活の質」指数の構成

＊＝数値が高いほど良好になるように調整

性　　別（1） ―.004798

年　　齢 ―.0067066＊＊＊

学歴水準 .0500862＊

婚姻関係（2） ―.1419102＊

脆弱就業（3） ―.5444094＊＊＊

世帯月収 .2699291＊＊＊

居 住 地（4） ―.3554317＊＊＊

表３「生活の質」の主観的評価と回答者の
基本属性の関係についての回帰分析（全体）

（備考）
＊＊＊p < 0.001；＊＊p < 0.01；＊p < 0.05

（1） 男性=1、女性=2
（2） 結婚している=1、独身=0
（3） 農林漁業の自営者、行商人・露店商人=1、その他（無

職、失業者を除く）=0
（4） 都市部=1、地方=2
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身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

85
80
75555
707070070
65666
60
55
50

ブルネイ
全体

ブルネイ

図２　WHOQOL に準拠した主観的な「生活の質」の国別パターン

身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

80
75
70
65
60
55
50

カンボジア
全体

カンボジア

身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

75
70
65
6000
5555555
505555

インドネシア
全体

インドネシア 身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

75
70
65
60000
555555
50505005

ラオス
全体

ラオス

身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

80
75
7000
6565655
606666
55
50

マレーシア
全体

マレーシア 身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

75
70
65
606000
555555
5550

ミャンマー
全体

ミャンマー

身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

75
70
65
600000
55555555
50

フィリピン
全体

フィリピン 身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

80
75
70070
65656656
60
55
50

シンガポール
全体

シンガポール

身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

80
75
7000
6565655
6066066
555
50

タイ
全体

タイ 身体的側面

人間関係の側面

生活環境の側面 精神的側面

75
70
65
60000
555555
5050505

ベトナム
全体

ベトナム
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て
は
、
四
つ
の
領
域
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
つ
の
領
域
の
ス
コ
ア
が

全
体
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
う
し
た
結
果
を
足
が

か
り
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
も
と
づ
い
て
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」

を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
レ
ベ
ル
で
底
上
げ
し
よ
う
と
す
る
観
点
に
立
っ
た
場

合
の
重
点
を
探
る
。

①
領
域
別
考
察

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
レ
ベ
ル
で
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
の
底
上
げ
を
は

か
ろ
う
と
す
る
見
地
に
立
つ
と
、
身
体
的
領
域
に
つ
い
て
は
、
図
２

の
示
す
よ
う
に
こ
の
領
域
の
ス
コ
ア
が
相
対
的
に
低
位
に
あ
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
パ
タ
ー
ン
に
主
眼
を
置
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
者
の
基
本
属

性
を
独
立
変
数
と
し
て
回
帰
分
析
を
行
う
と
、
身
体
的
領
域
の
ス
コ

ア
は
い
ず
れ
も
、
年
齢
と
負
の
相
関
関
係
（
そ
れ
ぞ
れp=0.000, 

0.003

）、
世
帯
月
収
と
正
の
相
関
関
係
（
そ
れ
ぞ
れp=0.001, 0.03
）

に
あ
る
。
同
様
の
関
係
は
回
答
者
全
体
で
も
観
察
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
諸
点
に
注
目
す
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
パ
タ
ー
ン

を
念
頭
に
置
い
た
身
体
的
領
域
で
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
比
較

的
に
高
齢
な
層
と
低
所
得
層
に
よ
り
高
い
政
策
的
優
先
順
位
を
置
く

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

精
神
的
領
域
に
つ
い
て
は
、
図
２
の
示
す
よ
う
に
こ
の
領
域
の
ス

コ
ア
が
相
対
的
に
低
位
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
の
パ
タ
ー

ン
が
念
頭
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
国
に
お
け
る
回
答

者
の
基
本
属
性
を
独
立
変
数
と
し
て
回
帰
分
析
を
行
う
と
、
精
神
的

領
域
の
ス
コ
ア
は
双
方
と
も
性
別
お
よ
び
世
帯
月
収
と
そ
れ
ぞ
れ
正

と
負
の
相
関
関
係
を
観
察
し
た
（
性
別
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

p=0.000, 0.001

、
世
帯
月
収
に
つ
い
て
は
共
にp=0.000

）。
加
え

て
、
精
神
的
領
域
の
ス
コ
ア
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
年
齢
の
高
さ
と
負

の
相
関
関
係
（p=0.000

）、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
学
歴
と
正
の
相
関
関
係

（p=0.022

）
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
有
意
な
相
関
関
係
は
回
答
者
全
体

に
お
い
て
も
観
察
さ
れ
た
。
な
お
学
歴
水
準
は
い
ず
れ
の
国
に
お
い

て
も
世
帯
月
収
と
正
の
相
関
関
係
（p=0.000

）
に
あ
る
。
以
上
の

結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
精
神
的
領
域
の
底
上
げ
に
お
い
て
は
、
と
り

わ
け
低
所
得
層
の
高
齢
女
性
に
重
点
を
置
き
、
内
容
的
に
は
低
所
得

対
策
に
つ
な
が
る
教
育
の
拡
充
に
高
い
優
先
順
位
を
置
く
こ
と
が
効

果
的
で
あ
ろ
う
。

人
間
関
係
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ス

コ
ア
が
相
対
的
に
低
位
に
あ
る
。
こ
の
両
国
の
回
答
者
の
基
本
属
性

を
独
立
変
数
と
し
て
回
帰
分
析
を
行
う
と
、
人
間
関
係
の
領
域
の
ス

コ
ア
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
世
帯
月
収
お
よ
び
居
住
地
と
正
の

相
関
関
係
（
共
にp=0.000

）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
は
性
別
と
負

の
相
関
関
係
（p=0.016

）、
世
帯
月
収
と
正
の
相
関
関
係
（p=0.01

）

に
あ
る
。
以
上
の
関
係
は
回
答
者
全
体
に
つ
い
て
も
観
察
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
ベ
ト
ナ
ム
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ
タ
ー
ン
を
念
頭
に

置
い
て
人
間
関
係
の
領
域
に
お
け
る
「
生
活
の
質
」
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

レ
ベ
ル
で
底
上
げ
す
る
方
策
を
検
討
す
る
場
合
、
低
所
得
層
に
力
点
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を
置
き
つ
つ
、
地
方
居
住
お
よ
び
女
性
と
い
う
条
件
を
そ
こ
に
組
み

合
わ
せ
て
方
策
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

生
活
環
境
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
が
全
体
の
ス
コ
ア
を
五
か
ら
一
〇
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
の
回
答
者
の
基
本
属
性
を
独
立
変
数
と
し

て
回
帰
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
生
活
環
境
の
領

域
の
ス
コ
ア
は
世
帯
収
入
と
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
（p=0.000

）。

加
え
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
は
、「
脆
弱
就
業
」
と
正
の
相

関
関
係
（p=0.025

）、
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
居
住
地
と
正
の
相
関

関
係
（p=0.011

）
に
あ
る
。
他
方
、
回
答
者
全
体
に
つ
い
て
同
じ

分
析
を
す
る
と
、「
脆
弱
就
業
」
に
つ
い
て
は
負
の
相
関
（p=0.000

）

を
、
居
住
地
に
つ
い
て
は
負
の
相
関
（p=0.000

）
を
観
察
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
生
活
環
境
の
領
域
に
お
け
る
「
生
活
の

質
」
の
底
上
げ
に
お
い
て
は
、
低
所
得
層
を
中
心
に
据
え
、
そ
の
属

性
（
就
業
形
態
や
居
住
地
）
を
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
絞
り
込
ん
で

い
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

②
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
の
関
連

以
上
は
回
答
者
の
基
本
属
性
を
主
軸
と
す
る
考
察
で
あ
っ
た
が
、

人
び
と
を
取
り
巻
く
環
境
条
件
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
要
因
が
主

観
的
な
「
生
活
の
質
」
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
節

で
指
摘
し
た
よ
う
に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」

は
、「
貧
困
の
軽
減
」、「
保
健
ケ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
健
康
的
な
生

活
様
式
の
促
進
」、「
感
染
症
の
管
理
能
力
の
向
上
」
の
項
目
の
な
か

に
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
組
み
入
れ
て
い
る
。
そ
の
点
に
注
目
し

て
こ
こ
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
縮
減
や
改
善
の
対
象
と
す

る
極
端
な
貧
困
と
保
健
ケ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
取
り
上
げ
る
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
で
縮
減
の
対
象
と
さ
れ
る
極
端
な
貧
困
と

は
、
一
日
一
米
ド
ル
（
購
買
力
平
価
）
未
満
の
生
活
を
指
す
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
は
そ
の
条
件
に
厳
密
に
当
て
は
ま
る
グ

ル
ー
プ
を
特
定
で
き
な
い
が
、
世
帯
月
収
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
同
条

件
と
重
な
っ
て
い
る
可
能
性
の
高
い
グ
ル
ー
プ
を
括
り
出
す
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
図
３
は
、
そ
う
し
て
括
り
出
し
た
グ
ル
ー
プ
（
貧
困

身体的側面 精神的側面 人間関係 生活環境

75

70

65

60

55

50

45

それ以外

貧困層

図３　貧困と主観的な「生活の質」（全回答者）

図４　医療アクセスと主観的な「生活の質」
（全回答者）

中・高
低

80
75
70
65
60
55
50
45
40
35
身体的側面 精神的側面 人間関係 生活環境
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層
）
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
基
準
の
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
ス
コ
ア

を
、
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
（
全
回

答
者
）。
貧
困
層
の
ス
コ
ア
は
全
側
面
で
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
を
下

回
っ
て
い
る
。

図
４
は
、
医
療
の
利
便
性
を
「
と
て
も
悪
い
」
な
い
し
「
悪
い
」

と
評
価
し
て
い
る
回
答
者
を
医
療
ア
ク
セ
ス
の
水
準
が
低
い
グ
ル
ー

プ
と
定
義
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
も
と
づ
く
そ
の
主
観
的
な
「
生
活

の
質
」
ス
コ
ア
を
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
と
比
較
し
た
も
の
で

あ
る
（
全
回
答
者
、
Ｑ
４
７
ｄ
）。
人
間
関
係
の
領
域
で
近
接
し
て

い
る
が
、
そ
の
他
の
領
域
で
は
い
ず
れ
も
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
低

い
グ
ル
ー
プ
の
ス
コ
ア
は
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
を
下
回
っ
て

い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
め
ざ
す
極

端
な
貧
困
の
縮
減
と
保
健
ケ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
は
主
観
的
な

「
生
活
の
質
」
の
向
上
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
。

③
経
験
と
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
は
随
所
で
、
取
り
組

み
を
地
域
全
体
で
推
進
し
て
い
く
う
え
で
の
原
則
の
一
つ
と
し
て
、

域
内
に
お
け
る
「
経
験
と
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
」
を
掲

げ
て
い
る
。
そ
の
観
点
を
敷
衍
す
る
と
、
前
述
の
医
療
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
で
そ
の
主
観
的
評
価
の
平
均
値
が
全
体
平

均
（
三
・
七
八
）
よ
り
高
か
っ
た
の
は
、
ブ
ル
ネ
イ
（
四
・
二
八
）、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
四
・
二
一
）、
マ
レ
ー
シ
ア
（
三
・
九
二
）、
タ
イ

（
三
・
九
九
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
の
例
は
制
度
面
も
含
め
て

参
考
ケ
ー
ス
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
諸
国
は
同
時
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
も
と
づ
く
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
の
水
準
が
相
対
的
に

高
い
諸
国
で
も
あ
る
。
そ
の
う
ち
ブ
ル
ネ
イ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
国

土
の
広
さ
や
人
口
規
模
に
お
い
て
や
や
特
異
で
あ
る
。
そ
の
た
め
個

別
分
野
で
の
取
り
組
み
と
は
別
に
総
体
的
観
点
に
立
つ
場
合
、
前
述

の
四
ヶ
国
の
な
か
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
が
、
主
観
的
な
「
生
活

の
質
」
の
向
上
を
は
か
る
う
え
で
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
実
質
的
モ
デ
ル

に
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
タ
イ
に
つ
い
て
は
、
図
１
、
２
の
示
す
よ
う
に
、
ス
コ

ア
が
全
領
域
で
全
体
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し

て
、
公
的
健
康
保
険
制
度
の
整
備
・
対
象
範
囲
の
拡
大
や
保
健
医

療
・
健
康
増
進
の
諸
施
策
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
ヘ
ル
シ
ー
・
タ
イ
ラ

ン
ド
」
事
業
の
推
進
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の
反
面
で
、
タ
イ
に
お
け

る
「
生
活
の
質
」
を
「
よ
い
」
と
す
る
回
答
率
は
相
対
的
に
低
く
、

全
体
の
七
番
目
で
あ
る
。
他
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
コ
ア
は
全
領
域

に
お
い
て
全
体
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
と
共
に
、「
生
活
の
質
」

に
つ
い
て
の
主
観
的
評
価
に
お
い
て
「
よ
い
」
の
回
答
率
が
ブ
ル
ネ

イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
い
で
高
い
水
準
に
あ
る
。
そ
の
マ
レ
ー
シ

ア
は
、
図
２
の
示
す
よ
う
に
、
生
活
環
境
の
領
域
に
お
い
て
の
み
タ

イ
よ
り
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
生
活
環
境
の
領
域
に
注

目
し
、
表
４
に
記
し
た
そ
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
み
る
と
、
安
心
・

安
全
感
、
周
辺
環
境
、
経
済
力
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
余
暇
、
に
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お
い
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
コ
ア
は
タ
イ
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
そ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、
マ

レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
「
生
活
の
質
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
主
観
的

評
価
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
部
分
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
要
す
る
が
、
前
述

の
よ
う
に
マ
レ
ー
シ
ア
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
な
か
の
モ
デ
ル
的
ケ
ー
ス

と
み
な
し
う
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
基
準

に
し
て
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
の
向
上
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
全
体
で
は

か
ろ
う
と
す
る
際
の
焦
点
の
一
つ
に
な
り
う
る
。

概
括

本
稿
で
は
以
下
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

⑴
「
生
活
の
質
」
を
政
策
理
念
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
も
と
で
「
生
活

の
質
」
を
指
標
・
指
数
化
し
そ
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
す
る
考
え

方
は
国
際
的
水
準
を
有
し
て
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
も
二

〇
〇
〇
年
代
の
中
頃
以
降
、
明
確
な
か
た
ち
で
現
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
二
〇
〇
三
年
に
第
二
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

協
和
宣
言
を
採
択
し
、
遅
く
と
も
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
経
済
、
安

全
保
障
と
な
ら
ん
で
社
会
・
文
化
の
領
域
に
お
い
て
も
共
同
体
を

構
築
す
る
こ
と
へ
の
意
志
を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
そ
の
構
想
の

実
現
に
む
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
域
内
に
お
け
る
「
人

び
と
の
生
活
の
質
の
向
上
」
を
理
念
に
掲
げ
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社

会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
を
策
定
し
二
〇
〇
九
年
に
こ
れ
を
採
択

し
た
。「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
は
、
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
を
組
み
入
れ
る
と
共
に
、
域
内
の
「
開
発
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
是
正
・
解
消
を
主
な
目
的
に
す
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統
合
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」
や
「
健
康
的
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
生
活
様
式
の
地
域

行
動
計
画
」
と
い
っ
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
従
前
の
政
策
、
計
画
を

統
合
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、「
心
の
健
康
」
を
目
標

に
掲
げ
（
広
義
の
）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
重
点
分
野
の
一
つ
と
位

置
づ
け
る
後
者
の
地
域
行
動
計
画
を
部
分
的
に
統
合
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文
化
共
同
体
計
画
」
の
内
部
で

は
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
の
観
点
が
潜
在
的
に
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。

⑵
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
「
文
化
横
断

的
」
に
評
価
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
存
在
す

る
。
こ
れ
は
世
界
保
健
機
関
独
自
の
「
包
括
的
」
な
健
康
観
・
保

健
ケ
ア
観
に
も
と
づ
い
て
い
る
た
め
、
狭
義
の
保
健
・
医
学
の
領

域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
社
会
領
域
に
お
け
る
目
的
の

一
つ
に
掲
げ
て
い
る
広
い
意
味
で
の
「
心
の
健
康
」
ひ
い
て
は
主

観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
評
価
・
分
析
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
な

り
う
る
。

⑶
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
―

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｆ
と
ほ
ぼ
同
じ
質
問
項
目
を
組
み
入
れ

た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
二



064

〇
〇
九
年
末
か
ら
二
〇
一
〇
年
初
頭
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け

る
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
①
「
生
活
の
質
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の

主
観
的
評
価
は
、
ブ
ル
ネ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
が

全
体
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
（
図
１
）。
②
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に

準
拠
し
て
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
四
つ
の
領
域
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
評
価
を
国
別
に
ス
コ
ア
化
す
る
と
多
様
な
パ
タ
ー
ン
を
示

し
た
（
図
２
）。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
も
と
づ

く
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
の
向
上
を
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
レ
ベ
ル
で
は

か
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
重
点
を
ど
こ
に
置
く
の
が
有
効
で
あ
る

の
か
を
回
答
者
の
基
本
属
性
を
軸
に
検
討
し
た
。
③
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

が
取
り
組
む
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
の
関
連
で
は
極
端
な
貧
困

の
縮
減
と
保
健
ケ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
は
共
に
主
観
的
な

「
生
活
の
質
」
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
ま

た
と
く
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
ケ
ー
ス
は
生
活
環
境
の
領
域
を
中
心

に
、
多
く
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
と
っ
て
参
照
点
に
な
り
え
る
た

め
、
よ
り
掘
り
下
げ
た
検
討
に
値
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

◉
注

＊ 

１ 

「
生
活
の
質
」
を
直
接
の
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
世

界
価
値
観
調
査
や
ア
ジ
ア
・
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

に
加
盟
し
て
い
る
数
ヶ
国
を
対
象
に
含
め
て
実
施
さ
れ
た
意
識
・
価
値

観
調
査
の
な
か
に
、
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
知
る
う
え
で
の
手
が

か
り
と
な
り
う
る
質
問
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
あ
る
。
ま
た
、
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
主
観
的
な
「
生
活
の
質
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
猪
口
・

ド
ー
チ
ュ
ル
・
シ
ン
編
（
二
〇
一
一
）
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
対
象
に

含
ん
で
い
る
。

＊ 

２ 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
「
人
間
関

係
」
の
領
域
に
つ
い
て
の
質
問
の
な
か
の
一
つ
で
あ
る
。
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